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報道関係者各位 

イベント取材のご案内                                                        株式会社クラッソーネ 

 

 

【建設テックベンチャー「クラッソーネ」の記者発表会】 

空き家処分の不安を解消する新サービスを発表 

「住まいの終活」トレンドや「コロナ禍の空き家解体」動向も解説 

〜2033年空き家数は1955万戸・空き家率は現在の約2倍、大量相続時代を前に課題解決が急務〜 
〜 9月29日（火）14：00～15：00 ＠オンライン開催（Zoomウェビナー）〜 

 

 解体工事・外構（エクステリア）工事の一括見積もりWebサービスを運営する株式会社クラッソーネ（本社：

名古屋市中村区、代表取締役：川口哲平）は、9月29日（火）14時より、空き家処分の不安を解消する新サービ

スとして「くらそうね安心保証パック」を発表する記者向け発表会を開催します。当日は、空き家問題の実態

のほか、住まいの終活トレンドや、コロナ禍における空き家解体の最新動向についても解説予定です。 

 

近年、空き家が増加し2033年には国内の空き家数は1955万戸、空き家率は現在の約2倍の27.3％(※1)になる可

能性があるとも言われ、「空き家問題」として社会課題に挙げられています。物件所有者が高齢で資金的に困

窮している、所有者が判断を下すことが困難である、相続人同士で意見がまとまらない、など様々な理由で空

き家問題への対応が先送りされる傾向があり、今後、大量相続時代を迎え問題がますます深刻化することが懸

念されます。 

 一方で、終活意識の高まりと共に、「家」の今後を考える「住まいの終活」が注目されています。「住まい

の終活」についてはメディアに取り上げられることが増え、また、2018年12月に発刊された野澤千絵氏の著書

『老いた家 衰えぬ街 住まいを終活する』(講談社)も注目されるなど話題になっています。また、当社で実施

した「住まいの終活に対する意識調査」(※2)では「終活」の認知は9割あるものの、「住まいの終活」の認知は

3割と低く、「住まいの対応」を決めている人はわずか約1割と、対応が遅れている実態が明らかになりまし

た。 

 

当日は、当社CEO川口より解体工事業界の現状や今後の動向、当社事業の沿革、当社サービスの活用により

「空き家問題」や「住まいの終活」など、社会問題の解決に寄与する事業戦略について解説します。 

報道関係者の皆様には、ご多用の中恐れ入りますが、万障お繰り合わせの上ご出席賜りますようお願い申し

上げます。また、勝手ではございますが、ご出席の折には、9月28日(月)までに 、メール（pr@crassone.jp）

もしくは、別紙FAX用紙にてご返信いただくか、電話（052-589-8085）にてご連絡いただきますようお願いいた

します。お申込み後、オンライン発表会にアクセス用のURLをご案内させていただきます。 

 

【発表会の概要】 

日時：2020年9月29日（火）14：00～15:00（途中入退室可、13：30～受付／入室可能） 

※Zoomウェビナーによるオンライン開催 

登壇者：株式会社クラッソーネ 代表取締役CEO 川口 哲平 / 取締役COO 堀口 晃司 

 

【当日の流れ】 

1） 登壇者紹介・会社紹介 

2） 「空き家問題」と解体市場の動向について 

3） 新サービス発表と今後の事業戦略 

4） まとめ／質疑応答 
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【登壇者紹介】 

株式会社クラッソーネ 

代表取締役CEO 川口哲平 

愛知県出身。京都大学農学部卒業後、2005年にセキスイハイム中部株式会社に入社し、住宅

営業として6年間勤務。セキスイハイムグループ3,000人の中で最優秀営業賞を受賞する。201

1年3月に退職後、翌4月に株式会社クラッソーネを創業し現在に至る。 

 

株式会社クラッソーネ 

取締役COO 堀口晃司 

愛知県出身。南山大学経営学部卒業後、2008年にセキスイハイム中部株式会社に入社し、住

宅営業として4年間勤務。2012年9月に退職後、翌10月クラッソーネに入社する。解体事業部

長を経て、取締役/COOに就任し、現在に至る。 

 

 

（※1）『2030年の住宅市場と課題～空き家の短期的急増は回避できたものの、長期的な増加リスクは残る～』野村総合研究所より 

https://www.nri.com/jp/knowledge/report/lst/2019/cc/mediaforum/forum276 

（※2）住まいの終活に対する意識調査（2020年2月27日発表） 

https://www.crassone.co.jp/news/chosa_release-2/ 

調査期間：2020年2月6日～2月8日、対象：住居用不動産を所有する50歳以上の男女536名 

 

■株式会社クラッソーネについて（会社概要） 

本社  ：〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅5丁目7番30号 名駅東ビル4F 

代表者  ：代表取締役 川口 哲平 

設立   ：2011年4月1日 

資本金  ：152,985,000円(資本準備金含む) 

URL  ：https://www.crassone.co.jp 

事業内容 ：解体工事と外構(エクステリア)工事領域で、全国約2,300社の専門工事会社と施主を 

マッチングする一括見積もりWebサービス「くらそうね」「くらそうねエクステリア」を運営 

 

【「くらそうね」サービス概要】 

今年4月に全国展開した新サービス「くらそうね」は、解体工事領域で、全国約1,000社の専門工事会社と施

主をマッチングする一括見積もりWebサービスです。「くらそうね」は解体を希望する施主と解体工事会社をマ

ッチングするサービスで、最短1分で最大10社のおすすめ工事会社を表示します。施主に対し工事会社を直接紹

介することで、工事会社の多重下請け構造を解消し、施工費のコストダウンが可能です。また、口コミや工事

実績などの会社情報を公開することで、施主が納得感をもって工事会社を選択することができます。 

 

 

  

本件に関するお問合せ：株式会社クラッソーネ 人事広報部 宮田（みやた）・山際（やまぎわ） 

 mail: pr@crassone.jp  tel:052-589-8085  
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FAX返信票 

株式会社クラッソーネ 広報担当 宮田・山際行   FAX：052-589-8084 

【建設テックベンチャー「クラッソーネ」の記者発表会】 

空き家処分の不安を解消する新サービスを発表 

「住まいの終活」トレンドや「コロナ禍の空き家解体」動向も解説 

〜2033年空き家数は1955万戸・空き家率は現在の約2倍、大量相続時代を前に課題解決が急務〜 
〜 9月29日（火）14：00～15：00 ＠オンライン開催（Zoomウェビナー）〜 

 

 
日時：9月29日（火）14：00～15:00 ＠オンライン開催（Zoomウェビナー） 

（途中入退出可、13：30～受付・入室可能） 

-------------------------------------------------- 

□ ご出席 ・ □ ご欠席 

 

ご出欠の都合を9月28日（月）までにお知らせくださいますよう、お願い申し上げます。 

※お申込みいただきましたら、メールにて登録フォームをご連絡いたします。 

【セミナー概要】 

・日時：2020年9月29日（火）14：00～15：00（13：30～受付／入室可能） 

※Zoomウェビナーによるオンライン開催 

 

【お申込み記入欄】 

 

お名前：     （他  名） 

貴社媒体名：      貴社名：       

部署名：       

電話番号：       メールアドレス：      

ご入室の予定時間：    時   分  予定 

 

 

本件に関するお問合せ：株式会社クラッソーネ 人事広報部 宮田（みやた）・山際（やまぎわ） 

 mail: pr@crassone.jp  tel:052-589-8085  


